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Ⅰ　緒　言

わが国における健康課題の多様化，高度化に伴い，保健
師は，住民ニーズに的確に対応し効果的な保健活動を展開
することが求められている。また保健師は，組織の中で役
割をもち，政策，施策，事業の流れの中でコミュニティを
対象とした活動を展開する特徴（木下，2009）があり，そ
こでは組織に働きかける能力が重要となる。これらの課題
に対応する保健師の継続的な資質向上を図るべく，保健師
現任教育の体系や実施体制（厚生労働省，2013），キャリ
アラダーが示されてきた（厚生労働省，2016）。
保健師現任教育の先行研究（嶋津ら，2014）で，保健師が

プリセプターの役割を担うことは「保健師としての意識変容」
と「組織の一員としての意識変容」につながることが明らかと
なった。そして意識変容につながるプロセスでは「新人との対
話」が重要であった。また，プリセプターを担うことで，ネッ
トワーク形成力や組織的視点が強化され，組織を変革したいと
望むこと（Woolnough et al., 2006）が報告されている。Benner 
et al．（2010）は，自己変容の経験を意図的に活用した，専門職
としてのアイデンティティの形成を促進する教育を示している。
プリセプターなどの新たな役割を担うことは，Benner et al．
（2010）の示す自己変容の経験の意図的活用となると考える。

教育学における成人教育の理論である “Transformative 
Learning Theory” は，新たな知識や経験，予期しないジレ
ンマに遭遇したときの批判的省察により，意味パースペク
ティブの深まりと意識変容をもたらす学習のプロセス
（Mezirow et al.，2009）として提示されている。この意識変
容は，個人および社会を変革する原動力となるとされてい
る。Transformative Learning Theoryは教育学者 Mezirowに
より提唱され，藤岡ら（2002）は，成人教育における自己
主導的学習の一環として変容的学習を位置付けている。
看護学領域では，Tashiro et al．（2014）によるリフレクショ

ンの概念分析で，関連概念として Transformative Learningを
分類している。そして看護学の学部教育に Transformative 
Learningを適用した研究がなされている段階（Morris et al.， 
2012）である。今後は大学院教育やスタッフ教育を含むす
べてのレベルの看護教育で適用できる理論（Morris et al., 
2012）ともされてもいる。よって，Transformative Learning
を保健師の人材育成に適用することは，看護学領域における
理論適用の可能性の提言につながると考える。
そこで，本研究は “Transformative learning” が，看護学

領域ではどのように用いられているか，その概念を明らか
にして再定義し，保健師人材育成への概念活用の有用性を
検討することを目的とする。
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Ⅱ　研究方法

1．研究方法
Rodgersの概念分析のアプローチ（Rodgers et al.，2000）
を用いた。

2．データ収集方法　
本研究の対象となる文献は，英文献を CINAHL，

MEDLINE，PsycINFO，SocINDEXのデータベースを使用
して検索した。検索の範囲は年限を制限せず最新のものま
で（2016 年 5 月 28 日検索）とし， “Transformative learning”
＆ “nursing” をキーワードにした文献は，計 211 件であっ
た。これらの文献の重複整理した結果である 135 件から，
Rodgers et al.（2000，pp. 87-90）の 30 文献または全文献の
20%をランダムサンプリングする方法を参考に，乱数表
を用いて 30 文献を選定した。和文献については，「変容的
学習 OR意識変容学習」AND「看護」を医中誌 Web，
CiNiiおよび最新看護索引Webで検索した結果，4件とな
り，重複整理した結果 3 件であった。最終的に，英文献
30 件および和文献 3件の，計 33 文献を対象とした。
なお，データベースによる文献検索は，Rodgers et al.（2000）

を参考に図書館司書のコンサルテーションを受け実施した。

3．分析方法
Rodgers et al.（2000）の概念分析は，概念を時代や状況

により変化するものと捉え，言葉の性質や使われ方に焦点
を当てる属性理論が哲学的基盤となっている。このアプロ
ーチを参考に，対象文献を “Transformative learning” とい
う用語の文脈における使われ方に着目しながら読み込ん
だ。データシートを作成し，概念を構成する属性，概念に
先立って生じる先行要因，概念に後続して生じる帰結，関
連概念に関する記述を抽出した。抽出した内容についてコ
ード化し，その共通性と相違性に配慮しながらカテゴリー
化を行なった。また，分析中に考えたことはメモをとり，
解釈時の参考とした。看護理論の研究者によるスーパーバ
イズおよび公衆衛生看護学分野の研究会における検討によ
り，分析結果の真実性の確保に努めた。

Ⅲ　結　果

1．定義
看護における Transformative learningの定義は，いずれ

もMezirowによる Transformative learningの引用であった。
（Faulk et al.，2010 ; Parker et al.，2010 ; Foronda et al.，2012 ; 

Kear，2013 ; Morris et al.，2007 ; Nairn et al.，2012）
Mezirow et al．（2000，pp. 7-8）による Transformative learning

の定義は以下のとおりであった。
「自らの準拠枠（意味パースペクティブ，思考習慣，固
定化した思考）を，より包括的で識別的，開放的で，変化
に対する情緒的な受容性をもち，より省察的になるよう変
容させ，行動を導くためにより真正であることが明らかに
なるような信念や持論を生み出していくプロセス」
“Transformative learning refers to the process by which we 
transform our taken-for-granted frames of reference（meaning 
perspectives，habits of minds，mind-sets）to make them more 
inclusive，discriminating，open，emotionally capable of 
change，and reflective so that they may generate beliefs and 
opinions that will prove more true or justifi ed to guide action”．
以下，カテゴリーを【　】，サブカテゴリーを〈　〉で

示す。

2．属性
属性は【経験】，【気付き】，【混乱的ジレンマ】，【対話】，【省

察】の 5つのカテゴリーがみられた（表 1）。Transformative 
learningは，【経験】や【気付き】から始まり，【対話】を通し
て【省察】し，ときには【混乱的ジレンマ】に遭遇すること
で【省察】が深まり，帰結となる【意識変容】をもたらすプ
ロセスを示す概念であった。
【経験】は，〈多面的な経験〉，〈多様な価値観との遭遇〉，

〈経験の意味〉から構成された。
【気付き】は，〈気付き〉と〈自己理解〉の２つから構成
された。
【混乱的ジレンマ】は〈混乱的ジレンマ〉と〈認識の不
一致〉から構成された。
【対話】は〈コミュニケーション〉，〈他者との対話〉，

〈仲間とのディスカッション〉，〈越境的対話〉，〈考えを表
現させる対話〉から構成された。
【省察】は，〈自己省察〉，〈前提の省察〉，〈批判的省察〉，

〈包括的省察〉，〈識別的省察〉，〈看護における省察のレベ
ル〉から構成された。
【省察】には，〈前提の省察〉のように【気付き】に続い
て起きるレベルと，ときには【混乱的ジレンマ】にも遭遇
する中で深まる〈批判的省察〉までが含まれていた。ま
た，〈看護における省察のレベル〉の提示もみられた。
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3．先行要件
先行要件は，【教育目的】，【評価目的】という目的を示
すカテゴリーと，【教育課題】，【教育の前提】という背景
を示すカテゴリーとの 4つがみられた（表 2）。
【教育目的】では，〈批判的思考を育てる〉，〈学生の共感
力を育てる教育の枠組み〉，〈多様な文化の理解〉，〈社会的
弱者の理解〉，〈法律や倫理的事象を学ぶ〉，〈遭遇している
状況の深い理解〉，〈看護専門職としての役割のエンパワメ
ント〉，〈ヘルスプロモーションの文脈における健康相談の
理論基盤〉，〈知識を実践に結びつける〉，〈教育者の教育プ

ロセスやタイプを示す〉，〈看護学生の教育の基盤とするガ
イド〉のために Transformative learningが用いられていた。
【評価目的】では，〈グループリフレクションの評価〉，

〈意識変容経験の分析〉，〈専門性における行動変容の評価〉，
〈継続教育の評価〉のために Transformative learningが用い
られていた。
【教育課題】には，〈学生の課題〉と〈教育者の課題〉が
あった。
【教育の前提】には，〈教育を促進する状況設定〉と〈教
育の前提〉があった。

(Kear, 2013) (Morris et al., 2012)

( , 2015)

(McAllister et al., 2011a) (Liimatainen et al., 2001)
(Sword et al., 2009) (Parker et al., 2010)
(Reimer et al., 2005)

(McAllister, et al., 2013) (McAllister et al., 2011a)
(Reimer et al., 2005) (McAllister et al., 2011b)

(Morris et al., 2007) (Parker et al., 2010)
(Reimer et al.,2005) (Parker et al.,2010) (Hsu,2007)
(Kear,2013)
(Hsu, 2007) (Morris et al., 2007)

(Kear, 2013)

(Parker et al., 2010) (Sword et al., 2009)

(Parker et al., 2010) (Reimer et al., 2005)
(Scholes et al., 2000)
( , 2015)

(McAllister et al., 2011b)
(Phillips et al., 2002) (McAllister, et al., 2013
(Kear, 2013) (Kuennen, 2015)

(Stacey et al., 2012) (McAllister et al.,  2011b) (Kear,2013)
(Parker et al., 2010) (Hsu, 2007 ) (Phillips et al., 2002)
(Reimer et al., 2005) (Ruth-Sahd et al., 2008)
(Ruth-Sahd et al., 2010) (Kuennen, 2015)

(Hsu, 2007) (Kear, 2013) (Liimatainen et al., 2001)
(Liu et al., 2011) (Morris et al., 2007)
(Kirkpatrick et al., 2011) (McAllister et al., 2011b)
(Stacey et al., 2012) (Ruth-Sahd et al., 2008)
(Ruth-Sahd et al., 2010) (Kuennen, 2015) ( , 2007)

(Kear, 2013) (Kuennen, 2015)

(Kear, 2013) (Kuennen, 2015)

(Liimatainen et al., 2001)

表 1　看護における "Transformative learning"の属性
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4．帰結
帰結には，【意識変容】，【患者ケアの質の向上】，【教育
力の向上】，【社会変革】の 4つのカテゴリーがみられた。
このうち，【患者ケアの質の向上】は，看護特有のアウト
カムとして示された（表 3）。
【意識変容】は省察の結果もたらされ，〈意識変容〉，〈自
己変容〉，〈思考枠組みの変容〉，〈価値観の変容〉，〈前提の
変容〉，〈信念の変容〉，〈関係性の変容〉，〈看護専門職とし
ての変容〉，〈専門職者としての意識の変容〉，〈根拠に基づ

き実践する思考枠組み〉，〈行動変容〉で構成された。
【患者ケアの質の向上】には，〈患者アドボカシーの向上〉，
〈異文化の人々へのケアの質向上〉，〈ヘルスプロモーション
におけるエンパワメント〉，〈実践の発展〉がみられた。
【教育力の向上】では，〈教員の自信の向上〉と〈教員が
自律的に省察することを学ぶ〉がみられた。
【社会変革】には，〈個人と社会の変革〉，〈社会活動への
動機〉，〈社会的公正への関与〉，〈社会変革への関与〉がみ
られた。

(Fitzpatrick, 2006) (Hsu, 2007) (McAllister, 2005)
(Kuennen, 2015)

(McAllister et al., 2011a)

(Hawala-Dru et al., 2012) (Scholes et al., 2000)

(Kirkpatrick et al., 2011)
(McAllister et al.,  2011b) (Stacey et al., 2012)
(Smith et al., 2013)

(Foronda et al., 2012)

(Morris et al., 2007)

(Liimatainen et al., 2001)

(Parker et al., 2010) ( , 2007)

(McAllister,2013) (Brown et al., 2009)

(Foronda et al., 2012) (Hawala-Dru et al., 2012)
(Liu et al., 2011) (McAllister, 2013) (Kear, 2013)
(Phillips et al., 2002)

(Nairn et al., 2012)

(Kear, 2013)

(Hsu, 2007)

(Ruth-Sahd et al., 2008) (Ruth-Sahd et al., 2010)

(McAllister et al., 2011b) (Smedley, 2007)

(McAllister et al., 2011b)

(Hanson et al., 2013)

(Hoover, 2002)

表 2　看護における "Transformative learning"の先行要件
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5．関連概念
関連概念には “transformative teaching”（McAllister，2005），
“transformative education”（McAllister et al.，2007）があった。
“transformative teaching” は，批判的意識を育て，理論的学
習を実践に変容させる。創造し，明確化・拡大・変化させ
る語りと，自分や他者への意味付けが意識変容をもたらす。

“transformative education” は，考え方の社会的構成をクリテ
ィークする学習活動を目的とする。

6．概念図
以上の結果から，看護における Transformative learning

の概念図を示す（図 1）。

(Foronda et al., 2012) (Hsu, 2007) (Kear, 2013)
(Parker et al., 2010) (Kear, 2013) (Kirkpatrick et al., 2011)

(Foronda et al., 2012) (Morris et al., 2007)
(Phillips et al., 2002)

(Kirkpatrick et al., 2011)

(Liu et al., 2011) (Morris et al., 2007) (Parker et al., 2010)
( , 2007) ( , 2015)

(Kirkpatrick et al., 2011) (Morris et al., 2007)
(Ruth-Sahd et al., 2010) ( , 2014)

(Kirkpatrick et al., 2011)

(Kirkpatrick et al., 2011)

(Ruth-Sahd et al., 2010)

(Ruth-Sahd et al., 2010) (McAllister et al., 2011a)
(Foronda et al., 2012) (Morris et al., 2007)

(Hanson 2013) (Phillips et al., 2002)
(Morris et al., 2007) (Parker et al., 2010)
(Kuennen, 2015) ( , 2014)

(Kuennen, 2015)

(McAllister,2013) (Morris, et al., 2007)

(Hawala-Dru et al., 2012) (Kirkpatrick et al., 2011)

(Hsu, 2007) (Hoover, 2002) (Stacey et al., 2012)

(Liimatainen,et al., 2001)

(Liu et al., 2011) (Fitzpatrick, 2006)

(Hsu, 2007)

(Parker et al., 2010)

(Stacey et al., 2012) (Morris et al., 2007)
(Reimer et al., 2005) (Parker et al., 2010)

(Foronda et al.,2012)

(Reimer et al.,2005)

(Kear, 2013) (Reimer et al., 2005) (Foronda  et al., 2012)

g表 3　看護における "Transformative learning"の帰結
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Ⅳ　考　察

本研究の結果から，“看護における Transformative 
learning” の概念の特徴を踏まえて再定義し，概念活用の
有用性を検討する。

1．看護における Transformative learningの概念の特徴
看護における Transformative learningは，【経験】や【気
付き】から始まり，【対話】を通して【省察】し，ときに
は【混乱的ジレンマ】に遭遇することで【省察】が深ま
り，【意識変容】をもたらすプロセスを示す概念であった。
とりわけ【省察】により，学習プロセスが進んでいくこと
が特徴であった。成人教育・生涯学習の分野において
Cranton（1992 ; 1996）は，無意識にもっている教育観や自
分の行動の基礎となっている「前提」について批判的に省
察することの重要性を指摘している。
また帰結では，学習のアウトカムに相当する内容が示さ

れた。【意識変容】では，思考枠組み，価値観，信念，前
提，関係性の変容などの，教育学にける Transformative 
learning で み ら れ る 変 容 に 加 え， 看 護 に お け る
Transformative learningの特徴として，看護専門職および専
門職者としての意識変容がみられた。

Cranton（1992）は，意識変容について「自己の実践を振
り返り，どのように問題にしたかを問うことで，これまで

気付かなかった前提（価値観）を明らかにし，その源を確
定し，批判的に捉え直す。そして，実践についての現在の
パースペクティブの代わりとなるものを創造する」ことを
論じている。そして，自分自身の実践を語り，他の人に実
践を聞いてもらうという協働の取り組みが意識変容を促す
ことの可能性を示唆している。本研究でみられた仲間や他
者との対話，ディスカッション，コミュニケーション，考
えを表現させる対話などの【対話】が Transformative 
learningを促すといえよう。
さらに帰結として，【意識変容】から導かれる【教育力
の向上】や，社会活動への動機や社会変革への関与などの
【社会変革】がみられたことは，教育学における

Transformative learningと共通する。それらに加えて，看護
における Transformative learningでは【患者ケアの質の向上】
がみられ，患者アドボカシーや異文化の人々へのケア，エ
ンパワメントなど，対象者の文化や価値観の理解に基づく
エンパワメントに関わるものと，〈実践の発展〉といった看
護専門職者としての使命に関わるものがみられた。
看護における Transformative learningの特徴は，【意識変
容】で〈看護専門職としての変容〉を捉えていること，
【患者ケアの質の向上】をアウトカムとして用いているこ
とである。また，教育の評価指標として〈看護における省
察のレベル〉も用いられており，看護教育における省察の
プロセスの重要性が示唆された。

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 
 
 

 
 
 

 
 

 

 

図１ 看護における” Transformative learning” の概念図
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以上，看護における Transformative learningの特徴につ
いて述べた。これらを踏まえて，看護における
Transformative learningを「看護において経験したことや気
付いたことについて，対話も通して省察し，ときには混乱
的ジレンマに遭遇することでより深い批判的省察を行い，
自律的に省察できる看護専門職として意識変容し，それが
患者ケアの質の向上や教育力の向上，ひいては社会変革の
原動力につながるプロセスを示す概念」と再定義した。

2．概念活用の有用性
Transformative learningは，思考枠組み，信念，価値観，

前提を問い直し意識変容を導く学習であるため，学習目的
としては，思考枠組み，信念，価値観，前提に関わるテー
マに適用性があると考えられる。
そこで，保健師の人材育成への Transformative learning

の活用について検討する。 保健師の人材育成において【患
者ケアの質の向上】，【教育力の向上】や【社会変革】は教
育の成果として重要である。特に保健師は，対象者の文化
や価値観を理解しエンパワメントすること，法律や倫理的
事象の理解，知識を実践に結び付け，専門職者として熟練
したケアを提供し，実践を発展させることが求められる。
そして組織の一員として政策に関わり（木下，2009），ひ
いては社会改革にも関与していく役割がある。よって，本
研究の看護における Transformative learningにみられた帰
結は，保健師現任教育における研究への適用性があると考
える。たとえば，保健師の得る学びがどのようなプロセス
で，どのようなアウトカムを獲得し，どのような要因が関
連するのかを明らかにする際に，看護における
Transformative learningの概念を用いることは意義があると
考える。
また，行政保健師は，自分の担当地域や担当業務に責任

をもち，基本的には単独で地区活動するという活動特性を
もつ。この活動の特性は，地域の健康課題を包括的に捉え
解決できる反面，ときには自己流の思考枠組み，縦割りの
役割意識を招く恐れもある。だからこそ，保健師の現任教
育においては，自らの実践について他者と対話し省察する
能力を育成することが重要と考える。そのための教育の理
論基盤として，看護における Transformative learningを活
用することは有用と考えられる。

3．研究の限界と今後の課題
本研究の対象文献 33 件のうち，国内文献はすべて含め

たが，わずか 3 件であった。今後は，看護における
Transformative learningについて国内における研究を蓄積
し，日本の社会文化的背景を含めて本概念の検討を重ねる
必要がある。
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【要旨】　目的：看護における Transformative learningに関する文献から，概念の特徴を識別し再定義することを目的とした。方法：
Rodgersの概念分析のアプローチを用いた。データ収集は，英文献は CINAHL，MEDLINE，PsycINFO等，和文献は医中誌，CiNii
等のデータベースを使用し，”Transformative learning”，“nursing” を検索用語とした。英文献 30 件および和文献 3件の計 33 文献を本
研究の対象とした。結果：属性は【経験】【気付き】【混乱的ジレンマ】【対話】【省察】，帰結は【意識変容】【患者ケアの質の向上】
【教育力の向上】【社会変革】であった。結論：看護における Transformative learningを「看護において経験したことや気づいたこと
について，対話も通して省察し，ときには混乱的ジレンマに遭遇することでより深い批判的省察を行い，自律的に省察できる看護
専門職として意識変容し，それが患者ケアの質の向上や教育力の向上，ひいては社会変革の原動力につながるプロセスを示す概念」
と再定義した。本概念は，保健師現任教育への活用の有用性が示唆された。
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